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凧
揚
げ
絶
好
の
日
 

揚
が
っ
た

揚
が
っ
た
百
六
十
枚
 

三
月
八
日
、
第
三
回
全
国
凧
揚
げ
大
会
（
市
観
光

協
会
主
催
・
丸
海
老
祐
造
会
長
）
前
夜
祭
が
、
市
中

央
公
民
館
で
全
国
か
ら
凧
愛
好
者
約
二
百
五
＋
人
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
宮
城
県
色
麻
の
力
ッ
パ
凧

・
五
角
形

の
連
凧
な
ど
珍
し
い
凧
が
展
示
さ
れ
参
加
者
は
オ

ー
 

ク
シ
ョ
ン
で
ほ
し
い
凧
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
 

翌
日
九
日
、
岩
木
川
河
川
敷
で
凧
揚
げ
大
会
が
全

国
か
ら
四
十

三
団
体
・
約
五
百
人
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
津
軽
凧
、
県
外
伝
統
凧
の
部
な
 

”
ど

五
部
門
に
分
か
れ
凧
の
出
来
栄
え
や
揚
げ
方
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
凧
揚
げ
に
は
絶
好
の
強
風
が
吹
き
鶴

ケ
岡
凧
の
会
（
小
野
守
会
長
）
の
西
の
内
百
六
＋
枚
 

（
縦
六
m

、
横
三
・
六

m
、
六
十
キ
口
）
の
巨
大
な

凧
が
、
五
年
前
に
製
作
し
て
か
ら
初
め
て
舞
い
あ
が

り
観
客
の
度
肝
を
抜
き
な
が
ら
悠
々
と
大
空
を
泳
い
 

『
撒い
ま
し
た
。
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「
一月
六
日開
会
の
市
議
会
で表
明

し
た
佐
々
木市
長
の
平成
九
年
度
の

畿
方
針
の
善
自
を紹
介
しま
す
。
 

私
は
、
市
長
就
任
以
来
今
日
ま
で

常
に
市
民
の
福
祉
向
上
を願
い
、
と

り
わ
け
未
来
を
担
う
若
者
達が
わ
が

街
に
誇
り
を
持
ち
、
か
つ
魅
カ
と
活

カ
の
あ
る
賑
わ
う
躍
動
感
あ
る
街
と

す
る
こ
と
を念
頭
に
置
き
、
産
・
学
 

・

住
・
遊
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
 

諸
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
き
ま
した
。
 

こ
れ
に
よ
り
市
政
も
概
ね
順
調
に

伸
展
し
、
今
、
大
い
な
る
喜
び
と
ま

た
総
仕
上
げ
の
時
期
を
迎
え
て
大
き

な
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

中
心
市
街
地
と
虫
お
く
り
の
里
の

整
備
で
す
が
、
駅
前
を
含
む
中
心
市

街
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
も
と
に
、
駅
前
広
場
及
び
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド等
の
整
備
を
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
、
都
市
計
画
決
定

に
向
け
た
作
業
を
急
い
で
お
り
ま
す
。
 

ま
た
虫
お
く
り
の
里
は
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
新
し
い
街
づ
く
り
の
シ
ビ

ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

新
商
業
街
区
ェ
ル
ム
の
街
は
、
イ

ト
ー
ョ
ー
カ
堂
を
核
と
し
た
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
本
年
十
一
 ・

 
月
に
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
、副
都

心
と
し
て
着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
も
議員
は
じ
め
市
民
各
位
の

ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深

く
感
謝
申
し上
げ
ま
す
。
 

◇
 

◇
 
◇
 

◇
 

本
年
は
、
更
に
市
勢
の
発
展
と
充

実
を
図
り
「
躍
動
の
街
G
O

・
G
o
 

・

ご
し
ょ
が
わ
ら
」
安
心

・
安
全

・

躍
動
の
ま
ち
づ
く
り
を
合
言
葉
に
、
 

「こ
こ
ろ
豊
かで
暮
ら
し
や
す
く
、
 

住
み
よ
い
安
心
な
街
」
 
「事
故
や
犯

罪
の
な
い
安
全
な
街
」
 
「住
ん
で
み

た
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
曜
動
の
街
」
 

と
し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
願
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

市
勢
発
展
の
ー
つ
の
目
安
と
も
い

え
る
人
ロ
も幸
い
に
し
て
五
万
人
を

超
え
、
本
年
一
一月
一
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
で
は
、五
万
五
百
五十
六

人
に
至
り
、
企
業
誘
致
の
促
進
及
び

地
場
産
業
の
振
興
、
更
に
は
雇
用
の

拡
大
等
、
総
合
施
策
に
よ
り
人
ロ
の

伸
び
を
今
後
も
期
待
し
て
お
り
、本

年
は
こ
の
よ
う
な
上
昇
機
運
を
大
事

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

産

業
の

振
興
 

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
米
と

り
ん
ご
に
加
え
、
キ
ク
、
野
菜
、
花

き
等
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァー
農
業
を
推
 
 

進
し
、
切
り
花
の
キク
を
系
統
販
売

し
、
高
収
入
を
あ
げる
農
家
が増
加

し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
く
、今
後
、
 

ト
マ
ト
の
振
興
等
と
併
せ
一
層
の
促

進
を
図
り
ま
す
。
 

ま
た
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
バ
イ

オ
技
術
開
発
室
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス

フ
リ
ー
苗
の
キク
、
イ
チ
ゴ
、
ニ
ン

ニ
ク
等
の
供
給
計
画
や
1
・
5
次
産

業
推
進
活
動
事
業
の
一
環
と
し
て
、
 

赤
5
い
り
ん
ご
の
ワ
イ
ン
及
び
ジ
ュ
 

ー
ス
の
商
品
化
に
取
り
組
み
、現
在

ジ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
農

産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
で
試
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
は
、昨
年
度
、
 

コ
テ
ー
ジ
の
設
置
や
畜
産
資
料
館
を

設
置
し
、加
工
室
に
お
い
て
牛
肉
等

を
原
料
と
し
た
手
づ
く
り
製
品
の
普

及
を
図
る
等
、
に
ぎ
わ
い
を
呈
して

お
り
、
本
年
度
は
更
に
簡
易
リ
フ
ト

の
増
設
及
ぴ
夜
間
照
明
等
を
設
置
し

て
フ
ア
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
、
 

四
季
を
通
じ
て
の
利
活
用
を
図
り
ま

す
。
 

ま
た
、
三
農
協
の
合
併
に
つ
い
て

は
、
去
る
二
月
十
八
日
に
は
予
備
調

印
を
締
結
し
て
お
り
、
本
年
七
月
に

は
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同組

合
」
と
し
て
、
合
併
発
足
が
予
定さ

れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

,
 

工
業
の
振
興
に
お
い
て
は
、地
域

2
 

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
拡
大
 

ー
 

に
努
め
若
者
の
地
元
定
住
を
図
り
な
 1
 

が
ら
、
地
場
産
業
の
育
成
・
支
援
を
 
朔

積
極
的
に
行
う
等
、
地
域
に
根
ざ
し
 
叫

た
強
い
地
場
産
業
づ
く
り
を
推
進
し
、軸

企
業
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
 

本
市
の
製
造
品
出
荷
額
も
順
調
に

伸
展
し
て
お
り
、
こ
の
伸
び
率
は
全

国
の
六
百
八
十
九
都
市
中
第
六
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
本
年
は
、
総
製
造
品
出

荷
額
が
昨
年
の
約
一
千
億
円
台
か
ら

約
一
千
二
百
億
円
（
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
の
四
年制
化
の
実
現
に
取
り
組

み
工
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
 

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
商
店
街
空
き
店
舗
対策
事
業
を

進
め
て
き
て
お
り
、今
後
も
活
性
化

に
向
け
取
り
組
み
ま
た
駅
前
地
区
に

お
い
て
は
、
五
所
川
原
商
工会
議
所

が
進
め
て
い
ま
す
複
合
拠
点
ビ
ル
が

春
建
設
着
エ
の
予
定
で
あ
り
、
来
年

春
の
完
成
が
待
た
れ
、
市
に
お
い
て

も
そ
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
 

観
光
面
に
つ
いて
は
、
当
市
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
年
々
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
、
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
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ま
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。
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ま
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上
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の
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え
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大
き

な
責
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。
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年
二
月
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日
現
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台
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で
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五
百
五
十
六

人
に
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業
誘
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進
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場
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振
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更
に
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図
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は
更
に
簡
易
リ
フ
ト

の
増
設
及
び
夜
間
照
明
等
を
設
置
し

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
整
備
し
、

四
季
を
通
じ
て
の
利
活
用
を
図
り
ま

一
◎

す
ま
た
、
三
農
協
の
合
併
に
つ
い
て

は
、
去
る
二
月
十
八
日
に
は
予
備
調

印
を
締
結
し
て
お
り
、
本
年
七
月
に

は
「
ご
し
よ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
組

合
」
と
し
て
、
合
併
発
足
が
予
定
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

『

工
業
の
振
興
に
お
い
て
は
、
地
域
２

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
拡
大
日

に
努
め
若
者
の
地
元
定
住
を
図
り
な
１

が
ら
、
地
場
産
業
の
育
成
・
支
援
を
岨

積
極
的
に
行
う
等
、
地
域
に
根
ざ
し
蜂

た
強
い
地
場
産
業
づ
く
り
を
推
進
し
、
職

企
業
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。本

市
の
製
造
品
出
荷
額
も
順
調
に

伸
展
し
て
お
り
、
こ
の
伸
び
率
は
全

国
の
六
百
八
十
九
都
市
中
第
六
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
本
年
は
、
総
製
造
品
出

荷
額
が
昨
年
の
約
一
千
億
円
台
か
ら

約
一
千
二
百
億
円
へ
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
の
四
年
制
化
の
実
現
に
取
り
組

み
工
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業
を

進
め
て
き
て
お
り
、
今
後
も
活
性
化

に
向
け
取
り
組
み
ま
た
駅
前
地
区
に

お
い
て
は
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所

が
進
め
て
い
ま
す
複
合
拠
点
ピ
ル
が

春
建
設
着
工
の
予
定
で
あ
り
、
来
年

春
の
完
成
が
待
た
れ
、
市
に
お
い
て

も
そ
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

観
光
面
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
年
々
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
、
定
着
し
て
き
て
い
ま
す



建設中のエルムの街 

が
、
こ
の
度
「
環
十
和
田
プ
ラ
ネ
ッ

ト
広
域
交
流
圏
推
進
協
議
会
」
に
参

画
し
た
こ
と
か
ら
、
当
市
も
そ
の
一

員
と
し
て
、
環
十
和
田
・
津
軽
観
光

基
地
を
広
く
内
外
に
宣
言
し
、
観
光

振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
具
体
的
な
観
光
振
興
を
推
進

す
る
た
め
、
本
年
か
ら
ニ
カ年
で
「市

観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
 

ま
た
、
本
年
五
月
五
日
に
は
「
曲

水
の
館
」
の
庭
に
て
「
曲
水
の
宴
」
 

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

文
化
・
医療
・
福
祉
 

の
充
実
 

本
年
は
教
育
環
境
施
設
の
整
備
と

し
て
、
平
成
六
年
度
か
ら整
備
し
て

き
ま
し
た
国
重
要
文
化
財
「
旧
平
山

家
」
の
環
境
整
備
及
び
「
歴
史
民
俗

資
料
館
」
等
と
の
一
体
的
整
備
に
つ

い
て
、
本
年
度
を
も
っ
て
園
路
及
び

庭
園
整
備
と
並
び
に
文
庫
蔵
の
展
示

施
設
の
設
置
等
、
 一
連
の
整
備
を
完

了
し
ま
す
。
 

ま
た
市
立
の
美
術
館
建
設
計
画
に
 

「
い
て
は
、本
年
は
そ
の
具
体
化
に

向
け
て
体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。
 

生
活
・
福
祉
に
つ
いて
は
、
市
民

生
活
に
深
く
係
る
ゴ
ミ
減
量
化
と
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
進
め
ま

す
。
市
民
の
ご
協
カ
に
よ
り
、
可
燃
 
 

ゴ
ミ
が
お
よ
そ
三
〇
％
減
少
す
る
な

ど
、
大
き
な
成
果
が
現
れ
て
き
て
お

り
、
本
年
は
更
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
総
合
健
診
活
動
等
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。
 

市
立
西
北
中
央
病
院
に
「
い
て
は
、
 

西
北
五
の
中
核
病
院
と
し
て
M
R
I
 

の
導
入
等
に
よ
り
「
質
的
な
充
実
」
 

を
積
極
的
に
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
 

黒
字
経
営
に
転
換
す
る
等
、
経
営
健

全
化
計
画
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
 

本
年
度
は
外
来
待
合
室
の
「
冷
房

設
備
の
整
備
」
及
び
患
者
さ
ん
自
身

が
お
お
よ
そ
の
待
ち
時
問
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
「
再
来
自
動
受
付
シ
ス

テ
ム
の
導
入
」
等
を
実
施
し
、
更
に

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

等
福
祉
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
在

宅
福
祉
事
業
の
推
進
活
動
ま
た
国
民

健
康
保
険
事
業
及
び
社
会
福
祉
事
業

等
の
功
績
に
よ
り
ニ
年
連
続
し
て
の

厚
生
大
臣
賞
を
市
並
び
に
職
員
が
受

賞
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
高
齢
者

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
支
援
事
業

に
よ
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
保
健

・
福
祉
・
医
療
の
総
合
的
 
 

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
体
制
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。
 

昨
年
十
一
一月
に
は
、「要
介
護
保
険

認
定
等
の
試
行
対
象
モ
デ
ル
地
域
」
 

と
し
て
、
青
森
県
で
初
の
指
定
を
受

け
本
事
業
を
契
機
と
し
、
更
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
「
福
祉
総
合
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
に
よ
る
総
合
的
電

算
処
理
を
図
る
等
、
福
祉
の
充
実
を

よ
り
一
層
図
り
ま
す
。
 

都
市
機
能
の
整
備
 

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
高
規

格
道
路
、
津
軽
自
動
車
道
も
浪
岡
か

ら
五
所
川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
は
、
平
成
十
三
年
開
通
予
定
の

段
階
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
市
街
地

南
北
軸
の
都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
 

1
号
の
姥
落
か
ら
下
平
井
町
ま
で
の

区
間
と
、
こ
の
道
路
の
南
側
に
接
続

さ
れ
る
国
道
3
3
9
号
五
所
川
原
・

鶴
田
間
バ
イ
パ
ス
も
、
本
年
開
通
の

見
通
し
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
藤
崎

町
か
ら
当
市
ま
で
一
挙
に
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
道
3
3
9
号
五
所
川
原
北
バ
イ

パ
ス
は
、
本
年
よ
り
事
業
の
進
展
が

見
込
ま
れ
、
市
と
し
て
も
そ
の
早
期

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

ま
た
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
東

西
に
横
断
し
、
エ
ル
ム
の
街
に
至
る

石
岡
5
号
線
も
本
年
度
開
通
の
予
定
 
 

で
す
0
 

「
が
る
ブ
リ
ザ
ー
ド
ピ
ア
の
建
設

に
「
い
て
は
、県
は
本
年
「半
島
振
興

対
策
中
核
拠
点
構
想
検
討
事
業
」
の

中
で
、
調
査
及
び
基
本
設
計
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
り
、
津
軽
半
島
の
中

核
都
市
で
あ
る
当
市
（
の
建
設
実
現

に
向
け
、更
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
 

防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
県
内
最

初
の
「
岩
木
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
 

を
作
成
し
、
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
六
月
十

三
日
に
東
北
六
県
合
同
の
「
岩
木
川

水
防
演
習
」
を
予
定
し
て
お
り
、
 水

防
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

新
地
方
の
時
代
 

本
引
は
、
地
力
自
治
法
が
施
わ
さ

れ
て
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
地
方
分
権
の
期
待

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
変
革
の
年
で
も

あ
り
、
当
市
も
ま
た
来
る
べ
き
新
時

代
を
確
固
と
し
た
信
念
を
も
ち
、
見

据
え
、市
民
生
活
の
安
定
を
図
り
「躍

動
の
街
ご
し
ょ
が
わ
ら
の
建
設
」
に

道
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
強
く
心
に
期
し
て
い
ま
す
。
 

議
員
並
び
に
市
民
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
私

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。
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建設中のエルムの街

盗
料
館
」
等
と
の
一
体
的
整
備
に
つ

い
て
、
本
年
度
を
も
っ
て
園
路
及
び

庭
園
整
備
と
並
び
に
文
庫
蔵
の
展
示

施
設
の
設
置
等
、
一
連
の
整
備
を
完

了
し
ま
す
。

ま
た
市
立
の
美
術
館
建
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
本
年
は
そ
の
具
体
化
に

向
け
て
体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。

生
活
・
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
民

生
活
に
深
く
係
る
ゴ
ミ
減
量
化
と
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
進
め
ま

す
。
市
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
可
燃

本
年
は
教
育
環
境
施
設
の
整
備
と

し
て
、
平
成
六
年
度
か
ら
整
備
し
て

き
ま
し
た
国
重
要
文
化
財
「
旧
平
山

家
」
の
環
境
整
備
及
び
「
歴
史
民
俗

が
、
こ
の
度
「
環
十
和
田
プ
ラ
ネ
ッ

ト
広
域
交
流
圏
推
進
協
議
会
」
に
参

画
し
た
こ
と
か
ら
、
当
市
も
そ
の
一

員
と
し
て
、
環
十
和
田
・
津
軽
観
光

基
地
を
広
く
内
外
に
宣
言
し
、
観
光

振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
具
体
的
な
観
光
振
興
を
推
進

す
る
た
め
、
本
年
か
ら
二
ヵ
年
で
帝

観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
五
月
五
日
に
は
「
曲

水
の
館
」
の
庭
に
て
「
曲
水
の
宴
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

文
化
・
医
療
。
福
祉

の
充
実 F~可

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

等
福
祉
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
在

宅
福
祉
事
業
の
推
進
活
動
ま
た
国
民

健
康
保
険
事
業
及
び
社
会
福
祉
事
業

等
の
功
績
に
よ
り
二
年
連
続
し
て
の

厚
生
大
臣
賞
を
市
並
び
に
職
員
が
受

賞
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
高
齢
者

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
支
援
事
業

に
よ
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
総
合
的

市
立
西
北
中
央
病
院
に
つ
い
て
は
、

西
北
五
の
中
核
病
院
と
し
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
導
入
等
に
よ
り
「
質
的
な
充
実
」

を
積
極
的
に
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

黒
字
経
営
に
転
換
す
る
等
、
経
営
健

全
化
計
画
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
外
来
待
合
室
の
「
冷
房

設
備
の
維
備
」
及
び
患
者
さ
ん
自
身

が
お
お
よ
そ
の
待
ち
時
刑
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
「
再
来
自
動
受
付
シ
ス

テ
ム
の
導
入
」
等
を
実
施
し
、
更
に

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ゴ
ミ
が
お
よ
そ
三
○
％
減
少
す
る
な

ど
、
大
き
な
成
果
が
現
れ
て
き
て
お

り
、
本
年
は
更
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
総
合
健
診
活
動
等
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

区
間
と
、
こ
の
道
路
の
南
側
に
接
続

さ
れ
る
国
道
３
３
９
号
五
所
川
原
・

鶴
田
間
バ
イ
パ
ス
も
、
本
年
開
通
の

見
通
し
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
藤
崎

町
か
ら
当
市
ま
で
一
挙
に
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
道
３
３
９
号
五
所
川
原
北
バ
イ

パ
ス
は
、
本
年
よ
り
事
業
の
進
展
が

見
込
ま
れ
、
市
と
し
て
も
そ
の
早
期

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
東

西
に
横
断
し
、
エ
ル
ム
の
街
に
至
る

石
岡
５
号
線
も
本
年
度
開
通
の
予
定

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
高
規

格
道
路
、
津
軽
自
動
車
道
も
浪
岡
か

ら
五
所
川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
は
、
平
成
十
三
年
開
通
予
定
の

段
階
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
市
街
地

南
北
軸
の
都
市
計
画
道
路
３
．
３
。

１
号
の
姥
惹
か
ら
下
平
井
町
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
体
制
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
は
、
「
要
介
護
保
険

認
定
等
の
試
行
対
象
モ
デ
ル
地
域
」

と
し
て
、
青
森
県
で
初
の
指
定
を
受

け
本
事
業
を
契
機
と
し
、
更
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
「
福
祉
総
合
シ

ス
テ
ム
」
の
導
入
に
よ
る
総
合
的
電

算
処
理
を
図
る
等
、
福
祉
の
充
実
を

よ
り
一
層
図
り
ま
す
。

都
市
機
能
の
整
備

r~耳

防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
県
内
最

初
の
「
岩
木
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
六
月
十

三
日
に
東
北
六
県
合
同
の
「
岩
木
川

水
防
減
習
」
を
予
定
し
て
お
り
、
水

防
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

本
年
は
、
地
方
自
治
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
地
方
分
権
の
期
待

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
変
革
の
年
で
も

あ
り
、
当
市
も
ま
た
来
る
べ
き
新
時

代
を
確
固
と
し
た
信
念
を
も
ち
、
見

据
え
、
市
民
生
活
の
安
定
を
図
り
「
跳

動
の
街
ご
し
よ
が
わ
ら
の
建
設
」
に
日１

遇
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
月

と
、
強
く
心
に
期
し
て
い
ま
す
。
４年

議
員
並
び
に
市
民
皆
様
の
一
層
の
岬

ご
理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
私
平

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。
の
び

つ
が
る
ブ
リ
ザ
ー
ド
ピ
ア
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
県
は
本
年
「
半
島
振
興

対
策
中
核
拠
点
構
想
検
討
事
業
」
の

中
で
調
査
及
び
基
本
設
計
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
り
、
津
軽
半
島
の
中

核
都
市
で
あ
る
当
市
へ
の
建
設
実
現

に
向
け
、
更
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
。

新
地
方
の
時
代



日
頃
、
市
の
施
設
な
ど
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
四
月
一
日

か
ら
、
消
費
税
が
消
費
税
率
と

地
方
消
費
税
率
を
合
わ
せ
五
％

に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
た
め
、
市
の
公
共
料
金
 

（水
道
料
な
ど
）
及
び
公
共
施

設
の
使
用
料
な
ど
は
従
来
の
料

金
に
五
％
の
消
費
税
が
加
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

時
節
柄
、
新
た
な
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

法
律
改
正
に
よ
る
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
今
後
と
も
ご
利
用

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

な
お
、
料
金
の
詳
し
い
こ
と

は
、
各
施
設
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

①
若
者
が
ね
ぷ
た
ば
や
し
を
演
奏
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。
（前
夜
祭
）
 

②
よ
い
し
よ
、
よ
い
し
ょ
重
い
凧
だ
な
。
 （
強
風
の
中
、凧
を
 

揚
げ
る
子
供
達
）
 

③
わ
の
凧

一
番
だ
べ
。
 （
凧揚
げ
競
技
）
 

④
こ
の
人
一
番
で
し
よ
。
 （
審
査の
集
計
す
る
裏
方
さ
ん
）
 

漆
川
工
業

団
地

に
 

地
元
企
業

五
社
目
 

新
社

屋

山
ル成
 

サ
ン

コ
ー
資
材

包
装
用
品
卸
売
の
有
限
会
社
「
サ

ン
コ
ー
資
材
」
 
（
高橋
進
代
表
取
締

役
社
長
）
が
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ

イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
に
新
社
屋
を

建
設
し
三
月
＋
二
日
、
落
成
式
を
行

い
ま
し
た
。
地
元
企
業
五
社
目
と
し

て
工
業
団
地
に
進
川
し
、
事
務
所
と

配
送
セ
ン
タ
ー
の
本
社
機
能
を
田
町

か
ら
移
転
新
築
し
た
も
の
で
す
。
新

社
屋
は
鉄
筋
平
屋
建
て
、
総
面
積
六

百
二
十
り
．
m

、
敷
地
約
三
千
三
百
2m
で

昨
年
九
月
着
工
、
今
年

一
月
に
完
成

し
従
業
員
十
四
人
で
操
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
社
屋
で
落
成
式

を
行
っ
た
後
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で

佐
々
木
市
長
ら
約
八
十
人
が
出
席
し

落
成
披
露
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

全
国
凧
揚
げ
大
会
の
各
ク
ラ
ス
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

⑥
子
供
の
部
 
最
優
秀
賞
 
五
十
嵐

や
す
あ
き
（
藤
崎
町
）
 
優
秀
賞

成
田
こ
う
（
い

（
柏
村
凧の
会
）
 

・

中
村
恵
（
黒石
津
軽
凧
愛
好
会
）
 

＠
津
軽
凧
の
部
 
最
優
秀
賞
 
小
笠

原
ュ
キ
エ
（
浪
岡
凧
の
会
）
 

優
秀
賞
 
鶴
谷
行
夫

（
青森
凧
の

会
）
・
佐
藤
秀
治
（
木
造
凧
の
会
）
 

⑥
創
作
凧
の
部
 
最
優
秀
賞
 
小
山

内
将
貴
（
木
造
凧
の
会
）
 

優
秀
賞
 
伊
藤
勉
（
青森
凧
の
会
）
 

・

瀬
戸
川
雅
喜

（仙
台
凧
の
会
）
 

⑥
県
外
伝
統
凧
の
部
 
最
優
秀
賞

榎
本
勝
男
（
常
陸
凧
の
会
・
茨
城

県
）
 
優
秀
賞
 
中
村
梁
幸

（
青

峰
凧
の
会
・
奈
良
県
）
・
菅
原
賢

市

（仙
台
凧
の
会
・
宮
城
県
）
 

⑥
津
軽
凧
団
体
の
部
 
最
優
秀
賞

鶴
ケ
岡
凧
の
会
 
優
秀
賞
 
木
造

凧
の
会
・
春
風
凧
の
会
 

      

      

消
費
税
の
改
正
に

伴
一
つ公
共
料
金
・
公

共
施
設
の
使
用
料
等

の
改
正
に
つ
い
て
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漆
川
工
業
団
地
に

地
元
企
業
五
社
目

新
社
屋
完
成

サ
ン
コ
ー
沓
（
材

包
装
用
品
卸
売
の
有
限
会
社
「
サ

ン
コ
ー
資
材
」
（
高
橋
進
代
表
取
締

役
社
長
）
が
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ

イ
テ
ク
エ
業
団
地
漆
川
に
新
社
屋
を

建
設
し
三
月
十
二
日
、
落
成
式
を
行

い
ま
し
た
。
地
元
企
業
五
社
目
と
し

て
工
業
団
地
に
進
出
し
、
事
務
所
と

配
送
セ
ン
タ
ー
の
本
社
機
能
を
田
町

か
ら
移
転
新
築
し
た
も
の
で
す
。
新

社
屋
は
鉄
筋
平
屋
建
て
、
総
面
積
六

百
二
十
㎡
、
敷
地
約
三
千
三
百
㎡
で

昨
年
九
月
着
工
、
今
年
一
月
に
完
成

し
従
業
員
十
四
人
で
操
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
社
屋
で
落
成
式

を
行
っ
た
後
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で

佐
々
木
市
長
ら
約
八
十
人
が
出
席
し

落
成
披
露
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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若
者
が
ね
ぷ
た
ば
や
し
を
演
奏
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。
（
前
夜
祭
）

②
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
重
い
凧
だ
な
。
（
強
風
の
中
、
凧
を

揚
げ
る
子
供
達
）

③
わ
の
凧
一
番
だ
く
。
（
凧
揚
げ
競
技
）

④
こ
の
人
一
番
で
し
よ
。
（
審
査
の
集
計
す
る
裏
方
さ
ん
）
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全
国
凧
揚
げ
大
会
の
各
ク
ラ
ス
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
子
供
の
部
最
優
秀
賞
五
十
嵐

や
す
あ
き
（
藤
崎
町
）
優
秀
賞

成
田
こ
う
へ
い
（
柏
村
凧
の
会
）

・
中
村
恵
（
黒
石
津
軽
凧
愛
好
会
）

◎
津
軽
凧
の
部
最
優
秀
賞
小
笠

原
ユ
キ
エ
（
浪
岡
凧
の
会
）

優
秀
賞
鶴
谷
行
夫
（
青
森
凧
の

会
）
・
佐
藤
秀
治
（
木
造
凧
の
会
）

◎
創
作
凧
の
部
最
優
秀
賞
小
山

内
将
貴
（
木
造
凧
の
会
）

優
秀
賞
伊
藤
勉
（
青
森
凧
の
会
）

・
瀬
戸
川
雅
喜
（
仙
台
凧
の
会
）

◎
県
外
伝
統
凧
の
部
最
優
秀
賞

榎
本
勝
男
（
常
陸
凧
の
会
・
茨
城

県
）
優
秀
賞
中
村
梁
幸
（
青

峰
凧
の
会
・
奈
良
県
）
・
菅
原
賢

市
（
仙
台
凧
の
会
・
宮
城
県
）

◎
津
軽
凧
団
体
の
部
最
優
秀
賞

鶴
ケ
岡
凧
の
会
優
秀
賞
木
造

凧
の
会
・
春
風
凧
の
会

『

戸一一一一

日
頃
、
市
の
施
設
な
ど
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
四
月
一
日

か
ら
、
消
費
税
が
消
費
税
率
と

地
方
消
費
税
率
を
合
わ
せ
五
％

に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
た
め
、
市
の
公
共
料
金

（
水
道
料
な
ど
）
及
び
公
共
施

設
の
使
用
料
な
ど
は
従
来
の
料

金
に
五
％
の
消
費
税
が
加
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

時
節
柄
、
新
た
な
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

法
律
改
正
に
よ
る
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
今
後
と
も
ご
利
用

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
料
金
の
詳
し
い
こ
と

は
、
各
施
設
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 消

費
税
の
改
正
に

伴
う
公
共
料
金
・
公

共
施
設
の
使
用
料
等

の
改
正
に
つ
い
て

’
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三
月
七
日
、
市
農
業
者
年
金
協
会
 

（泉
谷
正
志
会
長
）
主
催
の
「
若
者

交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
」
5
で
愛

・
ふ
れ

愛
・
め
ぐ
り
愛
5
が
若
い
男
女
三
十

五
人
参
加
し
市
内
藤
吉
郎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

パ
ー
テ
ィ
ー
に
先
立
ち
中
谷
惣
四

郎
農
業
者
年
金
協
会
副
会
長
が
「農
業

後
継
者
育
成
事
業
と
し
て
今
年
で
十

回
目
と
な
り
ま
す
。後
継
者
、嫁
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
機
会
に
カ
ッ
プ
 
 

ル
が
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て
い士
手ぐ

と
あ
い
さ
「
し
ま
し
た
。
 

参
加
者
た
ち
は
当
初
は
緊
張
ぎ
み

で
し
た
が
ス
テ
ー
ジ
で
の
自
己
紹
介

や
、
い
す
取
り
ゲ

ー
ム
で
硬
さ
も
取

れ
た
の
か
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
 

気
に
入
っ
た
相
手
を
カ
ー
ド
で
指

名
す
る
告
白
タ
イ
ム
で
は
め
でた
く

七
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し参
加
者

ら
は
夜
遅
く
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

新
社
会
人
心
構
え
 

を
学
ぶ
 

地
元
就
職
者
激
励
大
会
 

一一月
七
日
、
五
所
川
原
地
区
雇
用

対
策
協
議
会
（
前
田
堅会
長
）
主
催

の
「地
元
就
職
激
励
会
」
が
、今
春
高

校
及
び
短
大
を
卒
業
し
西
北
五
企
業

に
就
職
予
定
の
百
一
一
十名
を
集
め
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
前
田
会
長
が
「
個
性
を

発
揮
し
社
会
（
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
、佐
々
木
市
長
が
「新

し
い
職
場
で
の
大
い
な
る
ご
活
躍
を

お
願
い
し
た
い
」
と励
ま
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
昨
年
製
造
会
社
に
入
社

し
た
、
渋
谷
祐
一
郎
さ
ん
が
先
輩
の
 

司
立
場
と
し
て
意
見
を
述
べ
参
加
者
ら
 

三
は
新
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学
 

”
び
ま
し
た
o
 

梅
田
町
内
演
芸
発
表
会

大
人
も
子
供
も
大
喜
び
 

三
月
」
日
、
歌
・
踊
り
・
人
形
劇

な
ど
メ
ニ
ュ
ー
た
っ
ぷ
り
の
梅
田
町

内
演
芸
発
表
会
が
梅
沢
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

＋
二
年
連
続
と
な
っ
た
発
表
会
で

は
村
内
外
か
ら
観
客
約
二
百
名
が
詰

め
か
け
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
繰
り

広
げ
る
芸
達
者
の
演
技
に
拍
手
を
し

た
り
歓
声
を
あ
げ
た
り
し
て
大
人
も

子
供
も
大
喜
び
で
し
た
。
 

今
大
会
は
今
ま
で
に
一
番
多
い
九

団
体
百
五
十
名
が
参
加
し
、
特
に
バ

ッ
ク
の
岩
木
山
の
絵
（
慈
眼
寺
・
一
一
一

浦
住
職
制
作
）
は
大
変
迫
カ
が
あ
り

ま
し
た
。
 
 

ど
う
も
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育
振
興

基
金
へ
 

o

五
所
川
原
市
体
育
振
興
協
力
会
 

（
エ藤
常
四
郎
代
表
）H
一
一十
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
（
 

o

東
北
ァ
サ
ノ
運
輸
株
式会
社
H
 

四
十
万
円

（
五
二
中生
徒
図
書
購

入
費
と
し
て
）
。
 

o

富
士
通
株
式
会
社
H
寄
贈

（パ

ソ
コ
ン
ー
式
）
・株
式
会
社
電
通
H
 

寄
贈
（T
v
カ
メ
ラ
ー式
）
〔羽
野
木

沢
小
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
と
し
て
『
 

〇
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
株
式
会
社
 

（
新田
義
広
代
表
取
締
役
社
長
）
 

H
寄
贈

（D
V
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
ー
 

式
、
D
V
D
ソ
フ
ト
二
枚
）
。
 

＠
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

ラ
ン

（本
町
一
六
 
垂
石
恵
江
子

さ
ん
）H
寄
贈
（造
花
百
五
十
本
）
。
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

（千
葉

勝
魔
代
表
）
 
一行
十
六
名
H
慰
問
 

（
歌と
踊
り
）
、
 寄
贈

（
ジ
ュー

 

ス
四
箱
）
。
 

回
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
五

一
中
卒業
を
祝
う
会
H

一
万

四
千
百
円
。
 

0
立
侵
武
多
復
元
の
会

（
平山
誠

敏
会
長
）
n
五
万
円
。
 

みんな大呆い鶏一家の踊り 

三
月
七
日
、
市
農
業
者
年
金
協
会

（
泉
谷
正
志
会
屋
主
催
の
「
若
者

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」
～
で
愛
．
ふ
れ

愛
．
め
ぐ
り
愛
～
が
若
い
男
女
三
十

五
人
参
加
し
市
内
藤
吉
郎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
に
先
立
ち
中
谷
惣
四

郎
農
業
者
年
金
協
会
副
会
長
が
「
農
業

後
継
者
育
成
事
業
と
し
て
今
年
で
十

回
目
と
な
り
ま
す
。
後
継
者
、
嫁
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
機
会
に
カ
ッ
プ

ル
が
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
式
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
当
初
は
緊
張
ぎ
み

で
し
た
が
ス
テ
ー
ジ
で
の
自
己
紹
介

や
、
い
す
取
り
ゲ
ー
ム
で
硬
さ
も
取

れ
た
の
か
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

気
に
入
っ
た
相
手
を
カ
ー
ド
で
指

名
す
る
告
白
タ
イ
ム
で
は
め
で
た
く

七
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
参
加
者

ら
は
夜
遅
く
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

筆
鵜
蝋
蟻
鍛

《
４

|',1海､f〆息。

めでたくカップルになった参加者(上)と
盛況だった交流パーティー

新
社
会
人
心
構
え

を
学
ぶ

地
元
就
職
者
激
励
大
会

一
二
月
七
日
、
五
所
川
原
地
区
雇
用

対
策
協
議
会
（
前
田
堅
会
長
）
主
催

の
「
地
元
就
職
激
励
会
」
が
、
今
春
高

校
及
び
短
大
を
卒
業
し
西
北
五
企
業

に
就
職
予
定
の
百
二
十
名
を
集
め
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
前
田
会
長
が
「
個
性
を

発
揮
し
社
会
へ
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
佐
套
木
市
長
が
「
新

し
い
職
場
で
の
大
い
な
る
ご
活
躍
を

お
願
い
し
た
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
昨
年
製
造
会
社
に
入
社

し
た
、
渋
谷
祐
一
郎
さ
ん
が
先
輩
の

利
立
場
と
し
て
意
見
を
述
べ
参
加
者
ら

ぺ
は
新
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を
学

汽
び
ま
し
た
。

一旦aa * ' m ' － －
911風蝋や性？史

地叱帆職間激励へ全

先輩として意見を述べる渋谷さん

大
人
も
子
供
も
大
喜
び

一
二
月
二
日
、
歌
・
踊
り
・
人
形
劇

な
ど
メ
一
三
－
た
っ
ぷ
り
の
梅
田
町

内
演
芸
発
表
会
が
梅
沢
コ
ミ
三
一
テ

イ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
年
連
続
と
な
っ
た
発
表
会
で

は
村
内
外
か
ら
観
客
約
二
百
名
が
詰

め
か
け
ス
テ
ー
ジ
い
つ
ぱ
い
に
繰
り

広
げ
る
芸
達
者
の
演
技
に
拍
手
を
し

た
り
歓
声
を
あ
げ
た
り
し
て
大
人
も

子
供
も
大
喜
び
で
し
た
。

今
大
会
は
今
ま
で
に
一
番
多
い
九

団
体
百
五
十
名
が
参
加
し
、
特
に
バ

ッ
ク
の
岩
木
山
の
絵
（
慈
眼
寺
・
三

浦
住
職
制
作
）
は
大
変
迫
力
が
あ
り

ま
し
た
。

梅
田
町
内
演
芸
発
表
会

一

みんな大笑い鶏一家の踊り

r霊
塁
忌
の

ど
う
も
あ
川
〃
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
Ｆ
ｏ３

◎
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育
振
興
狂

基
金
へ

蕊
蕊
編

◎
五
所
川
原
市
へ
原

○
東
北
ア
サ
ノ
運
輸
株
式
会
社
Ⅱ
川

四
十
万
円
（
五
二
中
生
徒
図
書
購
珊

入
費
と
し
て
）
。

○
富
士
通
株
式
会
社
Ⅱ
寄
贈
（
パ

ソ
コ
ン
一
式
）
・
株
式
会
社
電
通
Ⅱ

寄
贈
（
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
一
式
）
〔
羽
野
木

沢
小
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
と
し
て
〕
。

○
東
芝
メ
デ
ィ
ア
機
器
株
式
会
社

（
新
田
義
広
代
表
取
締
役
社
長
）

Ⅱ
寄
贈
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
一

式
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
二
枚
）
。

◎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぐ
る
み
園
へ

○
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
ヨ
ッ
プ

ラ
ン
（
本
町
一
六
垂
石
恵
江
子

さ
ん
）
Ⅱ
寄
贈
（
造
花
百
五
十
本
）
。

○
五
所
川
原
甚
句
保
存
会
（
千
葉

勝
磯
代
表
）
一
行
十
六
名
Ⅱ
慰
問

（
歌
と
踊
り
）
、
寄
贈
（
ジ
ュ
ー

ス
四
箱
）
。
胴

◎
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
岨

○
五
一
中
卒
業
を
祝
う
会
Ⅱ
一
万
年９

四
千
百
円
。
成

○
立
伝
武
多
復
一
元
の
会
（
平
山
誠
平

敏
会
長
）
Ⅱ
五
万
円
。

５ 35-2111



⑥申し込みは町内会長または班長へ。 
⑥一世帯につき、 3品目までとする。 
地 	域 	・ 	町 	名 申し込み締め切り日 ii又集 月 日 

毘沙門・長富地区 	中 川 地 区 	三 好」也 区 4月18日（金） 4月23日（水） 

飯 詰 却l 区 	松 島 地 区 4月25日（金） 4月30日（水） 

梅 沢 土也 区 	長 橋 地 区 	ーtニ和 紺l 区 5月2日（金） 5月7日（水） 

栄 	地 	区 	みどり町1丁目～ 8丁目 5月9日（金） 5月14日（水） 

小 曲」1!l 区 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・

市営住宅・県営住宅・芭蕉・新宮・中平井町一・下平井町・

雛田町・敷島町・平井町・東雲町・十りリ町一・さ・っき町 

5月16日（金） 5月21日（水） 

寺町一・岩木町一・錦町・幾島町・柏原町一・大田丁・本町‘・

川端町・上平井町・末広町‘・旭町’・新町‘・第一柳町・

第二柳町・元町・栄町‘・田町・第一千鳥・千鳥・湊団」也・

八重菊・成田町・平和町・日乃出町・不魚住 

5月23日（金） 5月28日（水） 

松島町‘1丁目～ 8丁目 

布屋町・弥生町・烏森・東町一・鎌谷田丁‘田園田丁・青葉町‘ 5月30日（金） 6月4日（水） 

一ッ谷・一ッ谷彫地 

⑥出してもよい物 
※ 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 ミシン（一般電化製品） 

※ イス、テーブル（木製を除く） 

※ 自転車、スノーダンプ、バッテリー、ストーブ（電池・油は取り除いてください） 

⑥名札を必ずつけてください。 

e ⑥上記以外の物は収集しません。 

ー平成9年度 

春のク 
今年も町内会を中心に側溝の泥上げを実施 

することになりました。 

町内の皆さんには、町内清掃にご協力くだ 

さるようお願いいたします。 

◇実施期間 4月10日～4月30日 

（上記の期間内に各町内で連絡を取り合 

い実施してください。） 

◇実施地域 市内全域 

◇注意事項 ダンボール箱、 リンゴ箱は使用 

せず土のう袋を使用してくださ 

るようお願いします。 

◇問い合わせ 市生活環境課 環境係 

雪内線233 

「燃やせないごみ」 の埋立処理をする、 

ー般廃棄物最終処分場がこの春に完成し、 

4月から供用開始することに伴い、搬入

日と埋立処分,斗が改訂することになりま

すので、搬入に当たってはご留意くださ

るようお願いいたします。 

＠搬入受け入れ日 

【毎週 月・7k・土曜日の週3 日間】 

(8: 30-16 :00] 
⑥埋立処分料金 

【燃やせないごみ、の処づケ峯十 

100kgまでごとに 150円】 

【犬・猫等の処分半十1個 1,050円】 

平成9年4月1日 6 

◎申し込みは町内会長または班長へ。

◎一世帯につき、3品目までとする。

●

◎出してもよい物
※洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ミシン（一般電化製品）

※イス、テーブル（木製を除く）

※自転車、スノーダンプ、バッテリー、ストーブ（電池・油は取り除いてください）

◎名札を必ずつけてください。

◎上記以外の物は収集しません。●

認平成9年度JJF
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｜「燃やせないごみ」の埋立処理をする、I

|一般廃棄物最終処分場がこの春に完成し､’
’4月から供用開始することに伴い、搬入’

’日と埋立処分料が改訂することになりまI

’すので、搬入に当たってはご留意くださ’

｜るようお願いいたします。

｜◎搬入受け入れ日

【毎週月．水．土曜日の週3日間】I

【8:30～16:00】

｜◎埋立処分料金

【燃やせないごみの処分料

100kgまでごとに150円】I

【犬・猫等の処分料1個1,050円】I
L－－,-．－－－，ロローーーーー一口．ロ．－．ﾛ,－－－－－－－－－－，.．,.．,－．ﾛ．一一,ﾛ．,.、一一J

今年も町内会を中心に側溝の泥上げを実施

することになりました。

町内の皆さんには、町内清掃にご協力くだ

さるようお願いいたします。

◇実施期間4月10日～4月30日

（上記の期間内に各町内で連絡を取り合

い実施してください｡）

◇実施地域市内全域

◇注意事項ダンボール箱、リンゴ箱は使用

せず土のう袋を使用してくださ

るようお願いします。

◇問い合わせ市生活環境課環境係

毒内線233

⑥平成9年4月1日

地 域町名 申し込み締め切り日 収集月日

毘沙門・長富地区中ノII地区三好地区 4月18日（金） 4月23日(水）

飯詰地 区 松 島 地 区 4月25日（金） 4月30日（水）

梅沢地区 長 橋 地 区七和地区 5月2日（金） 5月7日（水）

栄地区みどり町●1丁目～8丁目 5月9日（金） 5月14日(水）

ﾉ1，曲地区

若葉第一・若葉第二・二ニュータウン新宮・若葉苑。

市営住宅・県'営住宅・芭蕉・新宮・中平井二町~・下平井町．．

雛田町・敷島町・平井町●・東雲町．。＋川町・さっき町

5月16日（金） 5月21日（水）

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・

ﾉII端町●・上平井町・末広町・旭町・新町・第一柳町・

第二柳町･元町･栄町・田町・第一千,烏・千,烏・湊団地。

八重菊・成田町●・平和町・日乃出町・不魚住

5月23日（金） 5月28日(水）

松島町●1丁目～8丁目

布屋町●・弥生町。,烏森・東町・鎌谷町・田園町・青葉町．

一シ谷・一シ谷団地

5月30日（金） 6月4日（水）



―難響難平成 9年度 

Ij_ J4,.1JJ 1i人の零講座裏奥喜舞器器議 
働く婦人の家は、職場と家庭との調和に役立つ知識や技能を身につけ、自分らしく、心にゆとりと豊かさを持って

いただくための各種講座・講演会を開講しております。皆さんの積極的なご参加をお待ちしておりますとともに、 

働く婦人の家が皆様の新たな出会い・ふれあい・憩いの場となりますことを希っております。 

講 	座 	名 内 	 容 実施期間 回数 実施時間 募築
人員 講師名 

長
 

期
 
講
 
座
 

遠州流茶道教室 
茶道を学ぷきっかけのひとっに，又その
心に触れるチャンスです 

5 月 6 日へ,6月 3 Ii 
（毎週火曜日） 

に
〕
 
 

18 :30--20:30 10 鈴木はっえ 

おもてなし料理 
教 	 室 

突然の来客にも心づかいの見えるお料理
の数々を 

4 月171~・ 7 月24日 
10月30日・ 2月26日 d

.
 

 
10 :00-12 :00 24 竹林恵子 

水墨画教室 水墨画の基本を指導します 
5月14日-6月25日 
（毎週水曜日） 7

  
18:30-20:30 20 渋谷拓城 

小原流生け花 
教 	 室 

基本を学び実生活に生かしてみませんか 1
2
1

2
 
\
4
 
2
2

E
l
 

 

5く
 
月
第
 

9月
 
月
曜
 

F
)
  

10 18 :30-20:30 20 中村千恵 

短 歌 教 室 
三＋一文宇でっづる貴方の歌．初歩から
添削指導いたします 

6 月14日～9月13日 
q覇週土曜日） 

ワ
‘
 
 

13:30-15:30 20 大沢寿夫 

男の料理教室 
初めて包丁を持っ方少しは出来る方歓迎
レパートリーを増やしたい方もどうぞ 

5月15日～12月18日 
（月 1回木曜日） 8

  
18:30---20:30 24 三森敬子 

他 

川 柳 教 室 
五・七・五の一行詩の中で人生を社会を
詠ってみませんか 添削あり 

7月10目～2月12日 
(J.j 	I I'II木lii1i) 8

  
18:30-20:30 20 菊地富美雄 

手 話 教 室 
手話の技術を身にっけ今後の人生に、ボ
ランテイア活動に・・・ 

8 ) 	181.1 - 9 )1 2211 
（毎週月曜日） 

に
）
  

18:30-20:30 20 青森県ろうあ協
会五所II源支部 

版 画 教 室 
いろいろな技法を学び、はがき絵などに
利用してみませんか 

9月 5 日 -'--10月24日 
（毎週金曜日） 

【
ー
  

10:00-12:00 20 高橋恭子 

七宝焼教室 
色彩の美しさを楽しみながらブローチ等
オリジナル作品を！ 

9月10日～10月 8 日 
（毎週水曜日） 【b

  
18:30-20:30 20 田辺裕子 

手 編 教 室 
初歩から指導・個別にも応じます。今冬
のセーターはあなたの手で 

9
く
 

n
2
 

、4
 
1
1

木
 

1
3日
 

コ
J
 
 

月
第
 
月
曜
 

 

5
  

10:00-12:00 20 磯野房枝 

龍生派花道教室 
花の多いこの時期に龍生派の技法で生け
てみませんか 

10月 7 日～.11月18日 
（毎週火曜日） 7

  
10【 00-12 :00 2

0
 

 
野宮汀豊 

江戸千家茶道 
教 	 室 

茶の湯の基本を学びながら茶席での客の
心得まで指導します 

10月 7 日～ 1月20日 
（第1・ 3火曜日） 8

  
18:30-20:30 10 中村千恵 

童謡を歌う教室 
うたの好きな方ならどなたでも参加でき
ます（経験不問） 

7月 	日～ 月 	日 
（毎週 曜日） 

10 18:30---20:30 50 検討中 

単
 
発
 
講
 
座
 

郷土料理教室 
季節の素材を生かした伝統の料理を学び
ます 

5 月24H ( I:VfiLIi) 
9月27日（ L暗l日） 
11月22日（」出難日） 

3
  

9 :30---12:30 32 
千・葉彩ョ’ン 
今 さかえ 
高橋みちよ 

五所川原市の
自然を学ぶ教室 

広大な平野を持っ私達の街の自然を学び
森林浴を楽しみます 

5月17 H（土曜日） 
10月 4 日（土曜日） 

。
乙
  

9 :00-13:00 30 木村 啓 

税理士のよろず 
キ目 	 言炎 

O相続と争族の実態 
O 負続と争族の対応策 
O木目続と争族の税金 

7 )l 22日（火‘ 
9月30日（火‘ 
11月25日（火‘ 

慣
臓
阻
 
日
日
日
 
、

)
)
  

n。
  

18:30-20:30 30 島谷 敏 

藍 染 教 室 
藍の生葉で神秘的なブルーに染めてみま
せんか 

9 月17日（水曜日） 
9 月18日（木曜日） っ

】
 
 

9 :00-12:OO 2
0
 

 
菊」1!l 睦子 

お正月料理教室 
お正月に欠かせない祝い料理を紹介いた
します 

12月24日（水曜日） 1
  

9 :30-12:30 24 竹林恵子 

お正月花教室 お正月にふさわしい花材で気分も新たに 12月26日（金曜日） ハ
乙
 
 

10:00-12:00 
18:30-20:30 24 検討中 

ク I) ス マ ス
ケ一キ作り教室 

クリスマスには手作りのケーキで 12月13日（土曜日） 検 討 中 24 検討中 

和食テーブル
マ ナ ー 教室 

おいしく・楽しく・気持ち良く食べるマ
ナーをお教えします 

11月14日（金曜口） 1
  

18: 30-20 :30 30 木下照明 

洋食テ一ブル
マ ナ ー 教室 

両手でナイフ・フオークを上手に扱えれ
ば食事も慶雅 

10年9月20日 
（金曜日） 1

  
18:30-20:30 30 桜庭直幸 

共
 
催
 

事
 
業
 

老人介護講習会 ホームへルパ-2級 	（予定） 5月12日～ 130時 9 :00-17:00 20 
介 護 実 技
重点 コ ー ス 

以前受講し実技に自信がない方や初めて
の方も受講できます 

7 月23日～ 8月5 日 40U? 9 :00-16:00 20 

保育講習会 
べビーシッターを養成するもので，全課
程に出席できる方 

8月25日～8月29日 20V寺 9 :00-16:O0 40 

女セ
 
子
ミ
 
社
ナ
 
員

一
 

企業に働く女子社員対象のセミナーです 11)J 19日～11月21日 3 日 9 :30-16:0O 50 

働
利
 
く
用
 
婦

者
 
人

発
 
の
表
 
家
会
 

サークルが一1司に会し日頃の成果を発表 10月25日～10月26日 2 H 10: 00- 17:00 m
 

 
★ 講座受講時の託児もいたします。前もってご連絡ください。 
★ 場合により日程が変更になることもあります。 

7 平成9年4月1日 
	

五所川原市役所 容35 -2111 

懸 成誉皇鶴…

灘霧蕊難
辱宰ロニョュユーq-エq③9,F

働く婦人の家は､職場と家庭との調和に役立つ知識や技能を身につけ、自分らしく、心にゆとりと豊かさを持って

いただくための各種講座・講演会を開講しております。皆さんの積極的なご参加をお待ちしておりますとともに、

働く婦人の家が皆様の新たな出会い．ふれあい．憩いの場となりますことを希っております。

2(〕

一

勺

★講座受講時の託児もいたします。前もってご連絡ください。
★場合により日程が変更になることもあります。

平成9年4月1日7 五所川原市役所冠35-2111

講 座 名

長
期
講
雑
》
癖
農
座

単
発
講
座

共
催
事
業

遠州流茶道教室

おもてなし料理
教 室

水墨画教室

小原流生け花
教 室

短歌教室

男の料理教室

川柳教室

手話教室

版画教室

七宝焼教室

手編教室

龍生派花道教室

江戸千家茶道
教 室

童謡を歌う教室

郷土料理教室

五所川原市の
自然を学ぶ教室

税理士のよるず
相 談

藍染教室

お正月料理教室

お正月花教室

クリスマス

ケーキ作り教室

和食テーブル
マナー教室

;羊食テーブル
マナー教室

老人介護講習会

介護実技
重点コース

保育講習会

女子社員
セミナ一

{動く婦人の家

利用者発表会

内 容

茶道を学ぶきっかけのひとつに、又その
心に触れるチャンスです

突然の来客にも心づかいの兇えるお料理
の数々を……

水墨画の基本を指導します

基本を学び実生活に生かしてみませんか

三十一文字でつづる武方の歌、初歩から
添削指導いたします

初めて包丁を持つ方少しは出来る方歓迎
レパートリーを増やしたい方もどうぞ

五・七・五の一行詩の中で人生を社会を
詠ってみま~せんか添削あり

手話の技術を身につけ今後の人生に、ボ
ランティア活動に…

いろいろな技法を学び、はがき絵などに
利用してみませんか

色彩の美しさを楽しみながらブローチ蝉
オリジナル作品を！

初歩から指導・個別にも応じます。今冬
のセーターはあなたの手で

花の多いこの時期に龍生派の技法で生け
てみませんか

茶の湯の基本を学びながら茶席での客の
心得まで指導します

うたの好きな方ならどなたでも参加でき
ます（経験不問）

季節の素材を生かした伝統の料理を学び
まず-

広大な平野を持つ私達の街の自然を学び
森林浴を楽しみます

①相糸
②相糸
③相糸

藍の生葉で神秘的なブルーに染めてみま
せんか

お正月に欠かせない祝い料理を紹介いた
します

お正月にふさわしい花材･で気分も新たに

クリスマスには手作りのケーキで

おいしく・楽しく・気持ち良く食べるマ
ナーをお教えします

両手でナイフ・フォークを上手に扱えれ
ば食事も優雅

ホーム'、ルパー2級（予定）

以前受講し実技に自ｲ『；がない方や初めて
の方も受講できます

ベビーシッターを誕成するもので、全I澱
程に出席できる方

企業に働く女子社員対象のセミナーです

サークルが一同に会しﾛ頃の成果を発表

と争族の実態
と争族の対応策
と争族の税金

実 施 期 間

5〃6日～6月3日

(毎週火曜liI

4月17li7月24日

10月3011．2月26日

5月Mil～6月2n日
(毎週水曜日）

5月12日～9月nw

(第2．4月晦日）

6月14日～9月13日

(|隔週土m11)

5月15日～12月18日

(月1回木|曜日）

7月10日～2月12日

(月1H木|職日）

8月18日～9月22¥]
(毎週月I曜日）

9月5日～in月L'lll

(毎週金I職日）

9ﾉ1ion～10月8M
(怖週水I職口）

9月11日～11月13日

(第2．4木m11)

10月7日～11月18日
(毎週火I曜日）

10月7II～1月200
(第1．3火II11)

7月

(毎j

5月21II(土暇
9;i271i(士I蝿
11月22H(Illffl

5月17日（土耀日）
10月4日(土i!聡日）

7月22日’
9月30日
11月2511

9月17日(水曜日）
9月18日(木i曜日）

12月24日（水l曜日）

12月26日（金曜日）

12ﾉI1311(土曜日）

11月Mil(金曜;1I

10年2月̂ 011
(金曜liI

5月12日～

7月1^311～8月5日

8ノ13511～8月39日

11ﾉ)1911～11月31II

ID月35脚～10月26B

～月日

暇I｣）

くl職日）
くI曜日）
く1噸日）

ｊ
ｊ
ｊ

回数

5

4

7

10

7

8

8

5

7

5

5

7

8

10

3

2

3

2

1

2

1

1

130時

40時

20時

3日

2II

実施時間

18:30～20:30

10:00～12:00

18:30～20:30

18:30～20:30

13:30～15:30

18:30～20:30

18:30～20:30

18:30～20:30

10:00～12:00

18:30～20:30

10:00～12:00

10:00～12:00

18:30～20:30

18:30～20:30

9：30～12:30

9：00～13:00

18§30～20:30

9：00冒埼．,12:00

9；30～12:30

10:00～12:00

18:30～20:30

検討中

18:30～20:30

18:30～20:30

9：00～17:00

9：00～16:00

9：00～16:00

9：30～16:00

10:00～17:00

募集
人員

10

24

20

20

24

20

20

20

20

20

20

10

50

32

30

30

20

24

24

24

30

30

20

20

40

50

、

講師名

鈴木はつえ

竹 林 恵子

渋谷拓城

中村千 恵

大沢寿夫

三森敬子
他

菊地富美雄

青森県ろうあ協
会五所川原支部

高橋恭子

田辺裕子

磯野房枝

野宮汀豊

中村千

検討中

千葉彩子
今さかえ
高橋みちよ

木村啓

島 谷 敏

菊地I睦子

竹●林恵子

検 討 中

検 討 中

木下照明

桜庭直幸



／ー青森県弁護士会ー 
I 西北五法律相談センター 
× 	 開設 
場戸！斤 五所川原市岩木町12 産経会館（五所川原市

役所隣り） 5階「五所)II原商工会議所会議室」 

（商 I:会議所容0173-35-2121 FA,く0173-35-2124) 
相談日に建物玄関ロビーに「青森県弁護士会西

北五法律相談センター」の表示をします。相談者

は直接5階の会議室に行ってください。 

対象地域 」也裁弘前支部管内一円（五所川原市、 

i醐1「ド、北郡） 

相談担当弁護士 青森地区と弘有tjj也区会員 

相談日 	毎週火Hitl I三I 13:90-'15 】 30 
ただし， 8月第1週の火I暇日と、火曜日が祝日

にあたるときは休み，とします。 

相談の申し込み 1回5人予約制とし、電話によ

り．月曜日から金曜日まで（休日を除く）9時から17 
時までの間、青森県弁護士会事務局で受け付けま 

す。 	 雪 0l 77 一 77 一 7285 
なお、手紙， ファックスでもよいが、その場合

は氏名、住所、1置話番号の明記を必、要とします。 

申込者には弁護士会から相談日時を通知します。 

青森県弁護士会 青森市長島1-3-26 
FAXO177-22-3181 

相談料 相談時1fl130分につき5,000円

ただし、無資力者については「法律援助羽措炎」 

として無,料としますので、申し込むさいにお申し

出ください。 

事幸ト受任 事イ牛を依頼されたときは原則として相

談担当弁護士が受任します。受イ壬できない事情カs 
あるときは秀・護士会法不財目談事業委員会で処理し

ます一。 

開設時期 i杓戎 9年4 月。 

第1回相談日 4月1日（火） 

あなたもシイタケ栽培の 

オーナーになってみませんか！ 

市から指定された期間に来園していただき、 

植菌から収穫まで、シイタケ栽培の体験コー 

スを契糸勺するものです。 

ン対象作物 シイタケ 

ン対象者 l持に制限なし 

ン実施場所 「味噌ケ沢・野鳥の村」ふるさ 

と材市りフアミリー園 

レ募集人員 100名（1人 2 口まで） 

D・契約期間 契約した日から2年間（契約者 

には管理保証書を交付） 

レ入園期間・植菌 平成 9年4月20日（植菌 

会場はふるさと林間フアミリー園） 

」bz穫期間 

第 1回 平成10年4月15日から5月15日 

第 2回 平成10年10月1日から10月31日 

第 3回 平J戎11年4月15日から5月15日 

（気象条件により」収穫期間が変更すること 

があります。） 

D契約料 1 口（ホダ木4本）1,500円（菌、 

管理料込み） 

ン栽培の保証 園の諸事情で、管王里期間中に 

栽培不能となった場合は園で保証 

．申し込み期間 平成 9年4月15日まで 

レ・申し込みと問い合わせ 

産業経済部 農林水産課 内線 352 

（お電話くだされノば‘、申し込み、書と案 

内書を送ります。） 

市民民謡教室 
―初心者大歓迎ノ 

◇講師 長 尾武 一 さん 

（市伝統文化功労賞受賞者） 

e、対象者 市内にお住まいの方であればどな 

たて二も。 

◇会場 市中央公民館 

（直接お出かけください。） 

く＞期間 1年間 

◇日程 4月 8 日（火）・ 22日（火） 

5月 13日（火）・ 27 日（火） 

6月10日（火）・ 24 日（火） 

※ 7月以降の日程は、 また広報でお知ら 

せします。 

◇時間 10:00-li 】 30 

◇受講料 無半斗 

◇問い合わせ 市教育委員会 生涯学習課 

台 35 - 2111 内線556 

お知らせ 

移動相談室のお知らせ 
郵便貯金振興会・青森；暮らしの相談センタ 

ーでは、専門の相談員による法律相談・年金 

相談を行いますので、お気軽にご利用ください。 

くフと 	き 4月16日（水） 11 	: 00-13: 00 

14 : 00-16: 00 

〇ところ 五所川原郵便局 

〇相談項目 弁護士による法律相談 

(1人約30分・1日 6人程度） 

社会保険労務二七による年金相談 

(1人糸勺50分・1日 4人程度） 

0申し込み方法 電話予糾〕制ですので、五所

川原郵便局員宇金課（容34 ー 

3205）までお申し込みくだ 

さレ、。 

〇木目言炎半斗 無料 

0その他 相談内容等、 プライバシーは厳守

します。 

平成9年4月1日 8 

『

G
L

｢-あなたもシイタケ栽培の－
Lｵー ﾅーになってみませんかﾉ」
市から指定された期間に来園していただき、

植菌から収穣まで、シイタケ栽培の体験コー

スを契約するものです。

し対象作物シイタケ

し対象者特に制限なし

し実施場所「味噌ヶ沢・野,烏の村」ふるさ

と林間ファミリー陸’

し募集人員100名（1人2口まで）

し契約期間契約した日から2年間（契約者

には管理保証書を交付）

し入園期間・植菌平成9年4月20日（植菌

会場はふるさと林i淵ファミリー園）

P収穫期間

第1回平成10年4月15日から5月15日

第2回平成10年10月1日から10月31日

第3回平成11年4月15日から5月15日

（気象条件により収謹期間が変更すること

があります｡）

し契約料1口（ホダ木4本)1,500円（菌、

管理料･込み）

し栽培の保証園の諸事‘|青で、管理期間中に

栽培不能となった場合は瞳lで保証

し申し込み期間平成9年4月15日まで

陽申し込みと問い合わせ

産業経済部農林水産課内線352

（お電話くだされば、申し込み書と案

内書を送ります｡）

市 民民謡教室／
初心者大歓迎／

◇講師長尾武一さん

（市伝統文化功労賞受賞者）

◇対象者市内にお住まいの方であればどな

たでも。

◇会場市中央公民館

（直接お出かけください｡）

◇期間1年間

◇日程4月8日（火）・22日（火）

5月13日（火）・27日（火）

6月10日（火）・24日（火）

※7月 以降の日程は、また広報でお知ら

せします。

◇時間10：00～11：30

◇受講料無料・

◇問い合わせ市教育委員会生涯学習課

狂35－2111内線556

お 知らせ
註

可
』

’移動相談室のお知らせ
ド

弱;便貯金振興会・青森暮らしの相談センタ

ーでは、専門の相談員による法律相談・年金

相談を行いますので､お気軽にご矛y用ください。

○とき4月16日（水）11：00～13：00

14：00～16：00

○ところ五所ﾉ||原郵便局

○相談項目弁護士による法律相談

（1人約30分．1日6人程度）

社会保険労務士による年金相談

（1人約50分．1日4人程度）

○申 し込 み方 法電 話予 約制 です ので、五所

ノII原調【便局貯金課(sr34-

3205）までお申し込みくだ

さい。

○ 相 談 料 無 料 ・

○その他相談内容等、プライノミシ ー は 厳 守

します。

青森県弁護士会一

で西北五法律相談セン

場所五所ﾉII原市岩木1町12産経会館(玉所ﾉII原市

役所|灘り）5階「五所ﾉII原商工会議所会議室」

(膳i工会議所垂0173-35-2121FAX0173-35-2124)

相談日に建物玄関ロビーに「青森県弁謹士会西

北五法律相談センター」の表示をします。相談者

は直接5階の会議室に行ってください。

対象地域地裁弘前支部管内一円（玉所ﾉII原市、

西郡、北郡）

相談担当弁護士青森地区と弘前地区会員

相談日毎週火;i羅日13:oo～15:30

ただし、8月第1週の火曜日と、火曜日が祝日

にあたるときは休みとします。

相談の申し込み1回5人予約制とし、電話によ

り、月耀日から金蝿日まで(休日を除く）9時から17

時までの問、青森県弁護士会事務局で受け付･けま

す。垂0177-77-7285

なお、手紙、ファックスでもよいが、その喝易合

は氏名、住所、鯉話番号のM月記を必要とします。

申j△者には弁謹士会から相談'二1時を通知します。

青森県弁護士会青森市長島1－3－26

FAX0177-22-3181

相談料相談時間30分につき5.000円

ただし、無盗力者については「法律援助相談」

と し て 無 料 と し ま す の で 、 申 し 込 む さ いにお申し

出ください。

事{牛受任事件を依頼されたときは原貝1]として相

談担当弁護士が受任します。受任できない率1青が

あるときは弁誰士会法律相談聖lf業委員会で処理Iし

ます。

開設時期平成9年4月。

第1回相談日4月1日(火）

平成9年4月1日 8



募 集 

「青森県あすなろ尚学院」 

―五所川原校学院生募集 
「青森県あすなろ尚学院」は、高齢者の生

涯学習と社会参加活動による生きがいの創造

を目指し、青森県総合社会教育センターが開

設している「50歳以上の方の学習の場」です。 

＞期間 5月～12月 

（開講式5月12日。毎週金曜日、25日程

度の学習。 8月は原則として休み。） 

>場所 市中央公民館 

ン内容 今年度は「健康」 「文化」 「歴史」 

「産業経済」の4科目を各14時間と各地 

区校の自主計画学習4日寺間（年間合計60 
時間）及びクラブ活動等 

※ど学習内容の詳細は、‘市教育委員会で配

布している募集要項を御覧ください。 

ン募集人員 西北地区全体で、50歳以上の方 

40入、（申し込み多数の場合は抽選となり

ます。） 

）申し込み 4月14日（月）-23日（水） 

ン申し込み先 市教育委員会 生涯学習課

雪 3 5 一 211 1（内線555) 

確理事務（商業簿記3級)) 
―長期技術講習会一 

ン日 	時 4月23 H（水）-6月 6 日（金） 

[21日間〕 	9 : 30---15 】 00 
ン場 所 五1折川原市価hく婚I人の家 

ン応募資格 i容i業簿託l3級の取得を目指し、 

経理事務鋳の就業を希望する女性で、全 

日程を出席出来る人。 

レ募集人員 20人（応募者多数の場合は4 
月15日I由選） 

レ受講料 無料（但し、教材一費 1 ,700P1) 
ン申し込み方法 五所川原市働く婦人の家内 

青森県女性就業援助センター五所川原駐 

在に直接来所。 

担当 青山相談員 雪0173 (35)8898 
ン申し込み期間 4月 7 日（月）-11日（金） 

土・日を除く 9 : 00-15 : 30 
）修了証書の交仁士 所定の講習を終了した者

には、閉講式において交付する。 

N持参するもの ノート、 ソロバンか電卓、 

定結l，筆託げ月具（消しゴム、金合筆、ンJミー 

ルペンノ赤と集り 

9 平成 9年4 月1日  

若年者雇用奨励金のご案内 
市では若年者の市内就職の促進や職場定着

率の向上を図ることを目的とした五所川原市

若年者雇用奨I励金制度を定めております。 

この制度は，中小企業事業主が25歳未満の

若年者を新規に雇い入れ、 1年以上継続して

雇用し、事業所の労働者が増えている等、ー 

定の要件にあてはまる場合、増員となった若

年者1人について20万円を市から事業主に

交本Iするものです。 

平成 9年4月 1日から 9月末日までに、25 
歳未満の若年者を雇い入れJた事業主は、平I或 

9年10月1日から31日までが交右士申請期

間となります％ 

交イ寸申請書等は、市商工振興課で準備して

おりますので、該当すると思われる事業主の

方は、交右十申請期間を厳守のうえ、申請手続

きをしてくださるようお願いします。 

@）問い合わせ 市商二LT.振興 1果 (3階） 

内線381 

福祉タクシー事業のお知らせ 

市では、今年4月 1日より、福祉タクシー 

事業を実施します。 

当事業の対象者は、利用券交不十申請が必要 

となりますので、早めに申請の手続きをして 

ください。 

◇対象者 市内に居住する在宅の重度心身障 

害者で、身側郊章害者手帳の1級又は2級 

の視覚障害及び肢体不自由（上肢機能の 

みに係る者を除く）の者又は、愛護手帳 

Aの交付を受けている者 

◇受付月日 4月1日よ、り 

◇申請手続き（持参するもの） 

イ．身体障害者可師長又は、愛護手帳 

ロ．印鑑 

◇申請手続き・間い合わせ 

福祉事務所 福祉課福祉係 

合 3 5-2 1 1 1 内線541 

ジ篇競苔罵藤藤苦Tn 
I あなたの固定資産を確認してください I 

I ◇縦覧期間 4月2 日（水）-4月21日（月） 

~ 	（ただし 土 日は除きます。） 

I ◇縦覧場所 市役所 税務課（3階） 

I ※詳しいことは、税務課へどうぞ 

I 	合内線422'423 

五所川原市役所 公35一 2111 

, 

'I 
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『青森県あすなる尚学院」
－五所川原校学院生募集一

「青森県あすなる尚学I院」は、高齢者の生

涯学習と社会参加活動による生きがいの創造

を目指し、青森県総合社会教育センターが開

設している「50歳以_この方の学習の場」です。

仁期間5月～12月

（開講式5月12日。毎週金11謹日、25日程

度の学習。8月は原貝Uとして休み｡）

し場所市中央公民館

し内容今年度は「健康」「文化」「歴史」

「産業経済」の4科目を各14時間と各地

区校の自主計画学習4時間（年間合計60

時間）及びク ラブ活動等

※学習内容の詳細は、市教育委員会で配

布している募集要項を御覧ください。

仁募集人員西北地区全体で、50歳以_この方

40人（申し込み多数の場合は抽選となり

ます｡）

し申し込み4月14日（月）～23日（水）

し申し込み先市教育委員会生涯学習諜

塞35－2111（内線555）

I

’
１
１ r可

』

福祉ﾀｸｼー 事ー業のお知らせ

市 で は 、 今 年 4 月 1 日 よ り 、 福 祉 タ ク シー

事業を実施します。

当事業の対･象者は、禾IJ用券交付申請が必要

となりますので、早めに申請の手続きをし て

くださし､。

◇対象者市内に居住する在宅の重度心身|環

害者で、身体1章害者手li辰の1級又は2級

の視覚|章害及び肢体不自由（上肢機能の

みに係る者を除く）の者又は、愛護手帳

Aの交付･を受けている者

◇受付月日4月1日より

◇申請手続き（持参するもの）

イ．身体障害者手I|辰又は、愛護手li辰

口．印鑑

◇申請手続き・問い合わせ

福祉二事務所福祉課福祉係

電35－2111内線541

刀礎理事務(商業簿記3級

一長期技術講習会一 一
Ｊ

し日時4月23日（水）～6月6日（金）

〔21日間〕9：30～15：00

レ 場所五所川原市働く婦人の家

し 応募資格商業簿記3級の取得を目指し、

経理事務等の就業を希望する女‘性で、全

日程を出席出来る人。

仁募集人員20 人（応募者多数の場合は4

月15日抽選）

し受講料無料（但し、教ネオ費1,700円）

し申し込み方法五所ﾉII原市働く婦人の家内

青森県女’|生就業援助センター五所ﾉII原駐

在に瞳:接来所。

担当青山相談員垂0173(35)8898

レ申し込み期間4月7IK月）～11日（金）

土・臼を除く9：00～15：30

仁 修了証書の交付所定の識習を終了した者

には、閉講式において交付･する。

し持参するものノート、ソロバンか電卓、

定規、築記用具（消しゴム、鉛筆、ボー

ノレペン赤と黒）

少平成9年4月1日 五所川原市役所竃35-2111



春季火災予防運動 
く4月フ日～4月13日＞ 

～便利さに慣れて忘れる火のこわさ～ 

県下一斉に春季火災予防運動が始まります。 

五所川原地区消防本部並びに五所川原消防署

では防火PRのため街頭パレード等を実施し

ます0 
市民のみなさん、「火の用心 7 つのポイ

ント」 を守って防火にご協力ください。 

火の用心 7つのポイント 

1．家のまわりに燃えやすいものを置かない 

2．寝たばこやたばこの投げ捨てをしない 

3，天ぷらを揚げるときは、その場を離れない 

4，風の強いときは、たき火をしない 

5．子供には、マッチやライターで遊ばせない 

6. 電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない 

7‘ストーブには、燃えやすいものを近づけない 

一主〇な〇行〇事一 
・4 月 7 日（月） 9:00~12 】 00 

消防署による防火パレード 

・4 月 8 日（火） 9:00~12:00 
市消防団による防火パレード 

・4 月 9 日（水） 10:00~10:40 
一日消防官、五所川原地域防災協会並びに 

幼年消防クラブによる街頭広報パレード 

春の全国交通安全運動 
<4月6日～4月15日〉 

～交通安全市民総決起大会に揃って参加しましょう～ 

と き：-1 月 /1日（金） 14 : 00-.--
ところ】市役所前おまつり広場 

子供と高齢者の3ミ通事故防墜鰯 

Lシ ー トベル ト着用の徹底」 

◇モシ・モシは 車 に 乗 る 前 降りたあとく＞
◇事故を呼ぷ 」っき見飛てJ斗日し ニ人乗 り◇
く＞おいかけた ボーノレの先に 事故がまつく＞ 

◆新入学（園）児等子供を交通事故から守ろう◆ 

～さあわたろう いつものみちでもみぎひだり～ 

五所川原市交通安全対一策協議会 

五所 川 原 交 i重 安 全 協 会 

五 所 川 原 警 察 署 

一 ーー｝ 

図書館からのお知らせ 
1 ．図書館をご利用ください‘】 

貸出はー人 5 fllf 15日 lIりです。小学当三

以上の市民ならどなたでも借りられま

す。10人」三よ上まとまれ4ざ読書会を作る

ことができます。本の予約べ叫也館の図

書を借りる等いろいろな利用方法があ

ります。詳しくは図害食自にお間い合わ 

・せくださし、。 

2. 鋼に上資料をご寄贈ください。 

図書館では五所川原の市民の方が書

いたものと、五所川原について書かれ

たものを集めています。雑誌やポスタ 

ーも集めています。ぜひ、図書館に 2 

冊（ lfffは利用、 lf冊は保存）ご寄贈

くださるようお願いいたします。 

⑨市立図書館 合3 4一4334 

献血の 

ご案内 

期 場 	所 

4月 2I ~ 10 : 00-.-- 五所川原消防署前 
（水） 15 】 30 

4月のオルテンシア催物案内 33 -21 11 

N 日 曜日 催 	物 開 演 入場料 N 旦 曜日 催 	物 開 演 入場料 

大
 
ホ
 

ー
 
ル
 

に
。
  

土
  

エルムの街説明会 13 】 30 無 料 
小
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

3
  

木
  

五所川 原 市 立 
小 ・ 	中 学 校 
転入教職員着任式 

10 : 00 

13 日
  

ャマハ音楽教室 
発 	表 	会 

13 : 00 無 料 

6
  

日
  

'G.RC2ウインター 

R C レ ー ス 
10 】 00 

18 金
  

'97 チャリテイー 
カラオケ「みちのく」 

18 】 00 L000円 

20 口
「
 
 

ミ ス 津 軽平 野

さわやかコンテスト 
14 : 00 無 料 

29 火
  

津軽 ブ ロ ッ ク
実践倫理講演会 

10 : 00 

平成9年4月1日 10 
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|恩義蕊嘘割らせ
I貸出は一人5冊15日間です。小学生：

1以上の市民ならどなたでも借りられま，

’す。10人以上まとまれば読諜会を作る！

’ことができます。本の予約や他館の区I

書を借りる等いろいろな利用方法があ｜

ります。詳しくは図書館にお問い合わ’

せください。

2．郷土資料をご寄贈ください。

図書館では五所川原の市民の方が響

いたものと、五所ﾉ||原について書かれ

たものを集めています。雑誌やポスタ

ーも集めています。ぜひ､、図書館に2

冊。（1冊は利用、1冊･は保存）ご寄贈

くださるようお願いいたします。

◎市立図書館毒34－4334

献血の

ご案内

春季火災予防運動
＜4月フ日～4月13日＞

～便利さに慣れて忘れる火のこわさ～

県下一斉に春季火災予防運動が始まります。

五所川原地区消防本部並びに五所川原消防署

では防火PRのため街頭パレード等を実施し

ます。

市民のみなさん、「火の用心7つのポイ

ント」を守って防火にご協力ください。

『
竜●一つ再一一● 一心一一一一一守色一~
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家のまわりに燃えやすいものを置かない

寝たぱこやたばこの投げ捨てをしない

天ぷらを揚げるときは、その場を離れない

風の強いときは、たき火をしない

子供には、マッチやライターで遊ばせない

電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

ストーブには、燃えやすいものを近づけない

＝主○な○行○事＝
4月7II(月)9:oo～12:00

消防署による防火パレード

4月8日（火）9：00～12：00
市消防団による防火パレード

4月9日（水）10：00～10：40

一日消防官、五所川原地域防災協会並びに

幼年消防クラブによる街頭広報パレード

。
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4月のオルテンシア催物案内
ふるさと交流圏民センター

S33-2111

’
10平成9年4月1日

期日

4月2日

(水）

時間

10：00～

15：30

場 所

五所川原消 防署 前

春の全国交通安全運動
<4月6日～4月15日〉

~交通安全市民総決起大会に揃って参加しましょう～

とき：4月4日（金）14：00～

ところ：市役所前おまつり広場

◇モシ・モシは車に乗る前｜蜂り た あ と ◇

◇事故をI呼ぶわき見飛び出し二 人 乗 り ◇

◇おいかけたボーノレの先に事故 が ま つ ◇

◆新入学(園)児等子供を交通事故から守ろう◆
～さあわたろういつものみちでもみぎひだり～

五所jII原市交通安全対策協議会

五所川原交通安全協会

五 所 ノ | ｜ 原 警 察害

ザ名もb輔諦里胡、や蚕筋か■k1．＠号＞蝿埋蝉唱目_<宅醒…＃ソ

子供と嵩齢者の交通事故防塵i食

シートベルト着用の徹 底

火の用心7つのポイント

、

大
ホ
－
ル

日

5

13

18

29

曜日

士

日

金

火

催 物

エルムの街説明会

ヤマハ音楽教室
発表 会

'97チャリティー

カラオケrみちのく」

津軽ブロック
実践倫理講演会

開演

13：30

13：00

18：00

10：00

入場料

無料

料

1,000円

－

、

小

ホ

’

ル

日

3

6

20

曜日

木

日

日

催 物

五所川原市立
小・中学校
転入教職員着任式

G.RC2ウインター

RCレース

ミス津軽平野

さわやかコンテスト

開演

10：00

10：00

14：00

入場料

－

無料．



ポリオ（小児マヒ） 
ワクチン接種 

ン対象 生後 3 カ月～90 カ月児（ 7 歳 6 カ月） 

N場所 市保健センター 

＞受付時間 12:30~13:30 

6週間以上の間隔で2回受けてください。 

（昨年1回のみ接種の人は4月、 5月のい

ずれかに2回目を受けてください） 

N注意事項 （ユ）混雑をさける為各地区:Q片旨定

した日時をおど守りください。 

②駐車場がせまい為自家用車の

駐車ができないことも予想さ

れます。市役所前のお祭り広

場市役所一般駐車場もご利用

できます二 

③下痢をしている子、熱のある

子、他の予防接種を受けて1 
カ月たっていないお子さんは

接種できません。 

④母子健康手帳と予診票（白色、 

記入して）を持ってきてくだ

さレ、。 

⑤お子さんの健康状態を良く知

っている人がお連れください。 

⑥地区別日程 

且」三 	区 別 1 恒~目 2 回 目 

南小学区・長橋
七和・梅沢 

4月 9 日 

（水） 

5月22日 

しk) 

五小学区 
三好・毘沙門 

4月10日 

（木） 

5月23日 

（金） 

栄・みどり町 
4月15日 

（火） 

5月28日 

（水） 

松島地区・中川
松島町・飯詰 

4月18日 

（金） 

5月30日 

（金） 

みんなの健康教室 
◇と き 4 月25日（金） 13 : 00~ 
◇ところ 市保健センタ- 3階ホール

◇講 師 「中井達郎先生（中井整形外科医院） 

◇テーマ 変形性膝関節症について 

◇主 催 北五医自iii会・市民保健協議会 

11 平成9年4月1日 

『 

1 『平成9年度五所川原市 

「 はつらつ健康力レンダー』ができました。1 
『 このカレノダーは、初めぐ I 健“ど・環境．国民 I 
I 健康保険・国民年金」 に関して、身近に必要な I 
〈お知らせが、ひとつにまとまったものです。 

ノ 
- ' 
鷹「鷺』 
I まだ、お手元に届いていない方は、ご連絡ください。 I 
1 囲なお、カレンダー内の日程は、都合により一部変更になる 1 
, ことがありますので、広報と併せてご利用ください。 , 

麻しん（はしか）・三種混合（百日咳・ 

ジフテリア・破傷風）ワクチン 

ー個別接種のお知らせ一 

△対象：三種混合一生後3 カ月～90 カ月児 

」玉禾しん、風しん一生後 12 カ月～ 9 
0 カ月児 

△実施期間： 

平成 9 年 4 月1日～平成10年 3 月31日
△実施方法：下記の医療機関で直接受けてく

ださい。なお、各々の接種時期、間隔、 

健康状態等については医自耳iとよく木目

談のうえ受けるようにお願いします。 

△持参するもの：①母子健康手帳、②予診票

の色は麻しん（オレンジ色）、風しん 

（桃色）、三種混合（黄色） です。 

く）記メ、してからご持参ください。 「子

ども健康手帳」に綴じられています。 

△注意事項：①接種日及び受付時間が各医療

機関によって違いますのでご注意く

ださい。②お子さんの健康状態をよ

く知っている方がおう！1」れください。 

平成9年度麻しん、風しん・三種混合ワク

チン、 個別接種実施医療機関一覧表 

医療機関名 受 付 時 間 

江 渡 内 科 医 院 診療時聞内 

兼平内科小児科医院 診療時間内 

川崎胃腸科内科医院 午前 9: OO-- 12:00 
午後 2:OO- 	5:O0 

佐藤内科小児科医院 診療時間内 

西 北 中 央 病 院 水曜日のみ午後2:30-3:0O 
瀬川内科クリニック 診療時間内 

対馬内科小児科医院 午後 1 :30-3:30 
冨田胃腸科内科医院 診療時間内 

都谷森小児科医院 診療時間内 

永田小児科内科医院 診療時間内 

白生会胃腸病院 診療時間内 

増 	田 	病 	院 診療時間内 

三 好 診 療 所 午前 1O:OO-12:0O 
午後 2:00- 3:00 

森 「日 診 療 所 診療時間内 

五所川原市役所 容35- 2111 

, 

/､~、ヘヘヘヘー､~.､..~～.､･へ～.､｡～､．ヘヘー､～~～.､｡~.､．ヘヘーーヘ

リ“生活に役立つ身近な情報満載"(

!『職燕翻瞬,癖眺｜
iこのカレンダーは､初めて｢健康.環境国民／
；健康保険・国民年金」に関して、身近に必要なメ
リお知らせが、ひとつにまとまったものです。；
！身近な場所において、一年間ご活用ください。ノ
リまだ、お手元に届いていない方は、ご連絡ください。リ
i鮒なお､ｶﾚﾝダー内の日程は､都合により一部変更になる；
りことがありますので､広報と併せてご利用ください。ノ
4，へ..､､_～.､_へ.～～､..～.､..、～、ヘーーヘへ.、へ.、～～～、へ～～､.‘､..．､._へ～､ノ

麻しん(はしか)｡三種混合(百日咳，
ジﾌﾃﾘｱ･破傷風)ワクチン
＝個別接種のお知らせ＝

仁対象生後3カ月～9()カ月児(7歳6カ月）

し場所市保健センター

し受付時間12:30～13:30

6週間以上の間隔で2回受けてください。

（昨年1回のみ接種の人は4月、5月のい

ずれかに2回目を受けてください）

し注意事項①混雑をさける為各地区の指定

した日時をお守りください．

②駐車場がせまい為自家用車の

駐車ができないことも予想さ

れます。市役所前のお祭り広

場市役所一般駐車場もご利用

できます。

③下痢をしている子、寮＃のある

子、他の予|坊接種を受けて1

ヵ月たっていないお子さんは

接種できません。

④母子健康手Il辰と予診票(白,色、

記 入して）を持ってきてくだ

さい。

⑤お子さんの健康状態を良く知

っている人がお連れください。

◎地区別日程

△対象：三種混合一生後3ヵ月～90ヵ月児

麻しん、風しん一生後12ヵ月～9

0 ヵ 月 児

△実施期間：

平成9年4月1日～平成10年3月31日

△実施方法：下記の医療機関で直接受けてく

ださい。なお､各々の接種時期、間隔、

健康状態等については医師とよく相

談のうえ受けるようにお願いします。

△持参するもの：①母子健康手帳、②予診票

．の色は麻しん（オレンジ色)、風しん

（桃色)、三種混合（黄色）です。

○記入してからご持参ください。「子

ども健康手I脹」に綴じられています。

△注意事項：①接種日及び受付-時間が各医療

機関によって違いますのでご注意く

ださい。②お子さんの健康状態をよ

く知っている方がお連れください。

平成9年度麻しん、風しん・三種混合ワク

チン、個別接種実施医療機関一覧表

「
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◇とき4月25日（金）13：00～

◇ところ市保健 センター3階ホール

◇講師中井達郎先生(中井整形外科医院）

◇テーマ変形'|生膝関節症について

◇主催北五医師会・市民保健協議会

77平成9年4月’日

’

五所川原市役所盆35-2111

地区別

南小学区・長橋

七和・梅沢

五小学区

三好・毘沙門

栄。みどり町

松島地区・中川

松島町・飯詰

1回目

4月9日

(水）

4月10日

(木）

4月15日

(火）

4月18日

(金）

2回目

5月22日

(木）

5月23日

(金）

5月28日

(水）

5月30日

(金）

医 療 機 関 名

江渡内科医院

兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院

佐ガ

西 北 中 央 病 院

瀬川内科クリニック

対馬内科小児科医院

富田胃腸科内科医院

都谷森小児科医院

永田小児科内科･医院

白生会胃腸病I暁

増田病院

三好診療所

森田診療所

勾科小児科医院

受付時間

診療時’

診療1時’

午前9:00～12
午後2:00～E

診療時間内

水曜日のみ午後2:30～3:00

診療時間内

午後1:30～3:30

診療時間内

診療時間内

診療時間内

診療時間内

診療時間内

午前10:00～12
午後2:00～3

診療時間内

内

内

00

:00

30

:00

みんなの 健康教室



臨蚤l膿帯観光協会急機賢帯（内線391) 

／×、一ーー一~ー一～ 

“ミス津軽平野さわやかコンテスト” 
~～ー～～ー~ーー一一～

\／ーー～ーーーーーーーーーー 

、 4月2⑥同《国》』4I：岡 
場所’ オルテシシア小ホ 

1 "I 
p 

審査員募集中 
I 

☆応募資格 

0満16歳以上28歳未満の高校生を除く未 

婚の女性で、青森市を含む津軽一円に住んで 

いる方、または、勤務している方。 （現在、 

ほかのミスになっている方は除く） 

0l年間、市のイベントなどに参加て三きる方。 

☆応募方法 

0所定の申し込み用紙に「住所」「氏名」 「勤 

務先」等を明記のうえ申し込んでください。 

0服装は和服、洋服問わず自由です。 

☆応募締め切り 

04月 18日 （金） 

I正乙Fまで 

☆賞 

0ミス津軽平野クイーン（1名） 

賞金10万円・旅行券（5万円本目当） ・東京 

ディニズニーランド旅行ほか多数。 

0ミス津軽平野（2名） 

賞金 5万円・方矢行券（5 万円相当） ・東京デ 

ィズニーランド旅行ほか多数。 

※出場者全員に記念品（1万円の商品券)B曽呈。 

☆ー般審査員募集について： 

0・ミスコンの審査については．、規定の審査員 

のほかー般の審査員を20名募集します。 

4月 1日より募集し先着順としますのでお 

早めにお申し込み．ください。 

A、 
“フ 月 の お ま つ 
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☆賞

○ミス津軽平野クイーン（1名）

賞金10万円・旅行券(5万円相当）・東京

ディズニーランド旅行ほか多数。

○ミス津‘藍平野（2名）

賞金5万円・旅行券（5万円相当）・東京デ

ィズニーランド旅行ほか多数。

※出場者全員に記念品（1万円の商品券)贈呈。

☆一般審査員募集について

○ミスコンの審査については、規定の審査員

のほか一般の審査員を20名募集します。

4月1日より募集し先着順としますのでお

早めにお申し込みください。

F両

L
☆応募資格

○満16歳以上28歳未満の高ｲ交生を除く未

婚の女'性で、青森市を含む津軽一円に住んで

いる方、または、勤務している方。（現在、

ほかのミスになっている方は除く）

○1年間､市のイベントなどに参加できる方。

☆応募方法

○所定の申し込み用紙に「住所」「氏名」「勤

務先」等を明記のうえ申し込んでください。

○服装は和服、洋服問わず自由です。

☆応募締め切り

○4月18日（金）

正午まで

<申し込み・問い合わせ先〉

紬五所川原市観光協会期|悪亘測}(内線391)
12平成9年4月1日


